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Ⅲ．社会人特別入試要項 

社会人特別入学制度について 

理工学の分野においては、基礎的なものから応用、実践的なものを含めて研究課題は多様なものとなりつつ

ある。それらはいずれをとっても主要な課題だが、それらが相互に啓発することによって、研究の内容は充実

し、さらに高度化されることは間違いないことである。本学理工学研究科においては、以上のような視点から、

社会人として１年以上の職歴を有する人々を積極的に迎え入れ、研究活動をより活性化するため、社会人を対

象とする特別選考制度を設けている。 

選考は面接による口述試験をもとに学力、研究能力を総合的に判定して合格者を決定する。 

以上の趣旨をふまえ、積極的に応募されることを期待している。 
 

１．募集専攻の入学定員 

１．  修士課程（博士前期課程） 博士後期課程 

専攻および 

入学定員 

機 械 工 学 専 攻       ５０名 機 械 工 学 専 攻       ２名 

応 用 化 学 専 攻    ３０名 応 用 化 学 専 攻    ３名 

電 気 電 子 工 学 専 攻  ５０名 電 気 電 子 工 学 専 攻  ５名 

応 用 情 報 工 学 専 攻 ５０名 応 用 情 報 工 学 専 攻 ４名 

シ ス テ ム 理 工 学 専 攻 ７５名 シ ス テ ム 理 工 学 専 攻  ４名 

生 命 機 能 学 専 攻    ４０名 生 命 機 能 学 専 攻    ４名 

※上記は他の選抜方式を含めた理工学研究科全体の募集人員である。社会人特別入試による募集人員は各課程・ 

専攻とも若干名である。（その他の選抜方式については「入学制度について」のページ参照のこと。） 

 

 

２．入学試験日程 

 事前に出願資格審査が必要な場合があるので、「３．出願資格」「４．出願資格審査」を事前に確認すること。 

 第１回 第２回 

課程 修 士 課 程 ・ 博 士 後 期 課 程 

願書受付 
２０１８年 ５月２８日（月） 

～６月１３日（水） 

２０１９年 １月 １１日（金）   

 ～１月 ２５日（金） 

試験日 

口述試験 

   ２０１８年 ７月 １日（日） 

（修士）９：３０～ 

（博士）修士課程終了後 

口述試験 

    ２０１９年 ２月１８日（月） 

（修士）９：３０～ 

（博士）修士課程終了後 

合格発表 

   ２０１８年 ７月１０日（火） 

１０：００ 

場所：大学院課窓口およびWEB 

   ２０１９年 ２月 ２１日（木） 

１０：００ 

場所：大学院課窓口およびWEB 

入学手続 ２０１９年２月２１日（木）～３月４日（月） 

  （注）1.試験は口述試験である。 

        2.合格者への入学手続書類発送予定 

・第1回目合格者 ― 2019年2月中～下旬発送予定 

・第2回目合格者 ― 2019年2月21日（木）発送予定 
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３．出願資格 

    修士課程（博士前期課程） 

   出願時に1年以上の職務歴を有し、以下の①～③のいずれかに該当する者 

   ①大学を卒業した者 

   ②文部科学大臣の指定した者 

   ③本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、

22歳に達した者 

 

    博士後期課程 

   出願時に1年以上の職務歴を有し、以下の①～⑤のいずれかに該当する者 

   ①2019年3月末までに修士課程修了見込みの者 

   ②修士の学位を有する者 

   ③外国における大学院において、修士に相当する学位を得た者 

   ④大学を卒業し、または外国において学校教育における16年の課程を修了した後、大学、研究所等において、

2 年以上研究に従事した者で、本大学院において、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同

等以上の学力があると認めた者 

   ⑤本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた

者で、24歳に達した者 

（注）④により出願しようとする者は、出願期間前に小金井事務部大学院課へ問い合わせ、受験資格を確認

すること。（042-387－6039・6036・6035） 

 

４．出願資格審査 

    入学資格審査（修士課程の③, 博士後期課程の⑤）により受験しようとする者は、出願前に以下の書類を提出

期日に提出し、資格の認定を受ける必要がある。この資格で受験を考えている者は、希望する研究指導教員の

承諾を得たうえで、事前に小金井事務部大学院課（042-387-6039・6036・6035）へ問い合わせて、提出書類を

入手すること。 

 

◎提出書類 

①出願資格認定審査調書（本学大学院指定用紙） 

②学術活動・実務経験報告書（同上） 

③研究業績（同上）〈博士後期課程のみ〉（論文等の抜刷（各1部）添付のこと 

④成績証明書および卒業証明書 

⑤身元保証書（外国人留学生のみ） 

⑥返信用封筒 （定形封筒、宛名明記、82円切手貼付） 

 

     ◎提出期日    第１回募集  2018年  5月7日（月）～ 5月12日(土)    

                   第2回募集  2018年11月20日（火）～ 12月7日(金) 

  

     ◎提出方法    封筒の表に「出願資格認定書類在中」と朱書きし、下記住所へ「簡易書留」で郵送すること 

（締切日必着）。 

             〒184-8584 東京都小金井市梶野町3-7-2  法政大学小金井事務部大学院課 宛 

 

◎審査結果の通知    第1回募集  2018年5月23日（水）発送予定 

                 第2回募集  2018年12月18日（火） 〃 
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５．出願手続 

  ◎提出書類 

   ※記入箇所については、黒または青のボールペンまたはペンを使用し、自筆で記入すること。熱で消えるボ

ールペンは使用不可。 

※提出書類は、入学後の指導希望教員に受験の了承を得てから提出すること。 

   ※④は出願資格審査により受験を許可された者は除く。 

※宛名シールは、大学から合格・入学手続きに関する重要な書類を郵送する時に使用するため、確実に書類

を受け取ることが出来る住所を記入すること。 

 

 ◎入学検定料 ３５，０００円 

◎入学検定料の納入について 

出願期間内に、①銀行振込み・②コンビニ収納・③クレジット支払いのいずれかにより納入する。 

 ①銀行で振込む場合 

「Ａ振込依頼書・Ｂ振込金受領書」を使用して、電信扱いで振込みし、併せて「Ｃ受験票・Ｄ法政大学大学

院入学志願票」の所定の欄に取扱印の押印を受けること。 

提出物 
修士課程 

志願者 

博士後期課程

志願者 

①入学志願票綴りのＣとＤ 

  ＊該当する事項を○で囲み、必要事項を記入すること 

＊３ヶ月以内に撮影した写真を貼付 

＊「志望専攻」は、機械工学、応用化学、電気電子工学、応用情報工学、シス

テム理工学（創生科学系）、システム理工学（経営システム系）、生命機能学

（生命機能学領域）、生命機能学（植物医科学領域）のいずれかを記入 

必須 必須 

②面接カード（本大学院指定用紙） 

 ＊入学後の指導希望教員は特別研究・特別実験を担当する専任教員に限る 
必須 必須 

③履歴書（本大学院指定用紙） 必須 必須 

④最終学歴の成績証明書および卒業/修了（見込）証明書 

＊「成績・卒業証明書」（修士課程志願者）、「成績・修了（見込）証明書」（博

士後期課程志願者）１通でも可 

＊法政大学出身者は、「成績・卒業/修了（見込）証明書」を１通提出すること 

＊出願前３ヶ月以内に発行されたもの。厳封無用 

必須 必須 

⑤推薦書（指定用紙１通） 

 ＊所属している機関などの長によるもの、出身大学での指導教員によるもの、 

自己推薦によるもの、のいずれか１通 

必須 必須 

⑥業績報告書（指定用紙） 

 ＊大学卒業後（博士後期課程志願者は大学院修了後）に本人が行った業績また

は活動内容の概要を1,000字以内にまとめたもの 

必須 必須 

⑦研究計画書（指定用紙） 

 ＊研究計画書の作成に当たっては、希望する指導教員と相談のうえ、希望する

研究課題，研究計画の概要を1,000字以内にまとめたもの 

必須 必須 

⑧宛名シール 
必須 必須 

⑨出願資格認定書の写し 

 

出願資格審査により受験を

許可された者のみ 

⑩住民票 

＊マイナンバー（個人番号）が記載されていないもの 
日本に居住する外国籍者 

のみ 

⑪学士学位取得（見込）証明書（修士課程志願者） 

 修士学位取得（見込）証明書（博士後期課程志願者） 

外国の大学卒業（見込）・外

国の大学院修了（見込）の

方のみ 

⑫修士論文および修士論文概要（2,000字以内）  必須 



   - 4 -  

なお、郵便局（ゆうちょ銀行）の窓口では振込み不可。 

  ②コンビニ収納を利用する場合 

２３ページの「コンビニエンスストアでの検定料払込方法」を参照の上、納入。 

  ③クレジット支払いを利用する場合 

２３ページの「クレジットカードでの検定料支払方法」を参照の上、納入。 

  ※②、③の場合はＡ・Ｂは使用せず、収納証明書をＤの裏面に貼付して提出すること。 

 

 

 ◎出願方法 

（１）入学志願票綴りに必要事項を記入し銀行で検定料を納入すること。 

（２）提出書類を、以下①または②いずれかの方法で提出。 

   ①小金井事務部大学院課窓口に提出 

    受付時間 月～金曜 9：30～11：30  12：30～17：00 

          土曜  9：30～12：00 

 ②郵送 

    封筒の表に「大学院入学願書」と朱書し、「簡易書留」で郵送すること。（締切日17：00必着） 

（３）提出書類を大学院課で確認した後、願書受付処理をし、受験票を返送する。 

 

   ◎出願先  〒184-8584東京都小金井市梶野町3－7－2   法政大学小金井事務部大学院課 

 

６．選考方法 

  ①出願書類および面接による口述試験をもとに研究能力を総合的に判断して、合格者を決定する。 

  ②口述試験には、提出された業績報告書、研究計画書、および修士論文の内容、関連する専門科目および 

外国語を含む。 

  ③必要な場合には、筆記による試験を実施することもあるが、この場合はあらかじめ本人に通知する。 

 

７.試験会場・合格発表場所  

◎試験会場    法政大学小金井キャンパス  （ＪＲ東小金井駅下車 徒歩約15分） 

                 東京都小金井市梶野町3－7－2  

  ◎合格発表場所  小金井事務部大学院課窓口 

         合否案内webサイト http://www.gouhi.com/hosei/gs/ 

  合格者には合格通知を郵送する。 

 

８.一般注意事項 

◎受理した出願書類・検定料は返還しない。 

◎受験者は、試験開始20分前までに必ず試験会場に入室すること。  

◎受験会場での携帯電話の使用は認めない。 

◎電話での合否の問い合わせには応じない。  
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９．入学手続 

◎合格者への入学手続き書類の発送時期 

第1回目合格者 ― 2019年2月中～下旬発送予定  

第2回目合格者 ― 2019年2月21日（木）発送予定  

 ＊入試出願時以降、上記の発送時期までに住所を変更した場合は必ず大学院課窓口に届けること。 

◎入学手続きに用意するもの 

①入学時の納入金 

②住民票     1通 

③写真（3ヶ月以内に撮影したもの・縦3cm×横3cm） 2枚 

 

１０．その他 

・授業科目、シラバス、担当教員の専門領域等については大学ＨＰを参照のこと。 

受験案内  http://www.hosei.ac.jp/gs/jukensei/index.html 

シラバス  https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php   

学術研究データベース  http://kenkyu-web.i.hosei.ac.jp/scripts/websearch/index.htm 

 

 ・以下の事項については〈 参考事項 〉欄を参照のこと。 

「学費」、「入学手続後の学費等の返還について」、「在学年限」、「奨学金」、「大学院特別学生」 
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〈 参考事項 〉 
１. 学費  

  学費は下記のとおりである。 

春学期（４月末）・秋学期（９月末）の２回に分けて納入することになる。ただし、１年次（初年度）の春学期

分は、入学手続き時に納入することになる。 

学費一覧（2019年度予定）                            （単位：円） 

 修士課程 博士後期課程 

入学金 
自校 － － 

他校 200,000 200,000 

授業料（年額） 770,000 600,000 

教育充実費（年額） 100,000 100,000 

実験実習費(年額) 

100,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域以外） 

160,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域のみ） 

100,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域以外） 

160,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域のみ） 

 

 修士課程 博士後期課程 

入学手続時の 

納入金 

自校 

485,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域以外） 

515,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域のみ） 

400,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域以外） 

430,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域のみ） 

他校 

685,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域以外） 

715,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域のみ） 

600,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域以外） 

630,000 

（生命機能学専攻植物医科学領域のみ） 

     注（1）上表は、修士・博士後期課程用  

       （2）自校とは、本学の卒業者または大学院修了者を指し、他校とはその他の者を指す。また、教育充実費

及び実験実習費は 2年次以降も必要。 

       （3）一旦納入した入学金はいかなる理由があっても返還しない。 

    (4)上記金額は2019年度予定額であり、変更となる可能性もある。 

 

２．入学手続後の学費等の返還について 

入学手続を完了した後（入学時納入金を全額納入した後）に、やむを得ない理由により入学辞退を希望し、 

2019年3月31日（日）までに本大学院が定める手続きにより入学辞退の届け出をした者には、入学金を 

除く授業料その他の納入金を返還する。詳細は、合格者に送付される「入学手続書類」を参照すること。  

 

３. 在学年限 

    ◎修士課程（博士前期課程） 

       修業年限は2か年とし、4か年を超えることはできない。 

    ◎博士後期課程 

    修業年限は 3か年とし、6か年を超えることはできない。ただし、優れた業績を上げた者で修士課程（博

士前期課程）に2年以上在学した者については1年以上で足りるものとする。 
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４. 奨学金について（2018年度参考） 

   ①日本学生支援機構大学院奨学金  

     毎年その年度の枠内で選考の上、採用している。 

       貸与月額 第一種(無利子)   修士課程     50,000円または88,000円 

                             博士後期課程  80,000円または122,000円 

       上記無利子の奨学金の他に有利子の奨学金もある。 

   ②法政大学大学院奨学金 ・・・・・・・・採用数は若干名、給付額は年額20万円  

   ③法政大学100周年記念特別奨学金 ・・・採用数は若干名、給付額は年額45万円  

 ※2019年度は奨学金・研究奨励金等の制度を大幅に見直し予定。 

 

５．大学院特別学生 

  本大学院には、以下の通り学位の取得を目的としない特別学生の制度がある。 

   ①研究員   ：現役の研究者もしくは、それに準ずる者で、大学・研究所その他の機関から特定の主題による                  

研修を委託された者 

   ②研究生   ：修士の学位を有し、本大学院専任教員の研究指導を受けることを目的とする者 

   ③委託研修生  ：公共団体、またはその他の機関より本大学院に特定の授業科目について修学を委託された者 

   ④科目等履修生：大学院の入学資格を有し、本大学院授業科目を履修し単位修得を目的とする者  

   ⑤研修生   ：大学院の入学資格を有し、特定の主題をもって本大学院専任教員の研究指導を受けることを 

                  目的とする者。修士課程第2回一般入試志願者で、不合格となった場合に研修生入試への出願

を希望する者は、出願時に申し出ること。なお、研修生入試の出願には別途検定料が必要とな

る。 

※上記特別学生制度については、小金井事務部大学院課に問い合わせること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 





                          （一般・学内推薦・一般推薦・社会人用） 

受験番号 
 

 

法政大学大学院入学試験面接カード 

 

 

 

 

志  願 

専  攻 

                          博士後期 

理工学研究科       専攻      系・領域  修士  課程 

 

ふりがな  

男

・

女 

最

終

学

歴  
＊ 

見

込

含 

国立 

公立        大学 

私立        大学院 

 

    学部     学科 

    研究科    専攻 

   年  月 

入学･編入学･転入学 

氏  名 

 

  年  月 

卒業見込・卒業 

修了見込・修了 
生年月日 

（西暦） 

 

年  月  日生 

ゼミ担当教員又は 

指導教員名 

 

卒業・修士論文名 
 

入学後の指導を 

希望する教員氏名 

 

                                ㊞ 

入 

学 

後 
の 
研 

究 

テ 

ー 

マ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の希望 
 

修士課程第 2 回一般入試志願者のみ 

いずれかに○ 
研修生入試の出願を希望  する ・ しない 

（別途出願手続き及び検定料の納入が必要です） 

備   考 
1. 「入学後の指導希望教員」は特別研究・特別実験を担当する専任教員に限る。 

2.  事前に指導希望教員の了承を得て、教員氏名欄に捺印を得ること。 

※このカードは口述試験のための資料として使用します。 

写真貼付欄 
1.上半身脱帽、最近３

ヶ月以内に撮影のも

の 

2.スナップ写真不可 

3.写真裏面に志望専

攻・課程、氏名を記入

のこと 

4.写真のサイズ 

（４cm×3cm） 



（社会人用） 

大学院社会人特別入試用履歴書 受験番号  

フリガナ 

現 職 

 

氏  名 

現住所 

 

 

 

      Tel   －    － 

 

生年月日 

         年   月  日 

最終卒業 

学 校 名     

 

 

年  月 卒業 

略歴（学歴・職歴・学会及び社会における活動） 

学     歴（高等学校卒業以降）         

（西暦） 

年  月 卒業 

                                         年  月  入学 

年  月 卒業 

年  月  入学 

年  月 卒業 

                                 年  月  入学 

年  月 卒業 

職     歴（高等学校卒業以降） 

 

年  月 入社 

 

                                     年  月    

 

                                     年  月 

 

                                     年  月    

 

                                     年  月 

 

                                     年  月 

学会及び社会における活動（所属学会等） 

 

賞     罰 

 

 



（社会人用） 

 

 

受験番号 
 

 

年   月   日 

 

大 学 院 理 工 学 研 究 科 社 会 人 特 別 入 学 試 験 

業  績  報  告  書   

 

                                  志 願 者 氏 名                              印 

 

                                所属機関（会社）名                                 

 

                                 

 

専 攻 名            専 攻          系・領域 課 程 名                

最 終 

学 歴 

 国立 

 公立        大学        学部       学科    年   月   日卒業 

 私立       大学院       研究科       専攻    年   月   日修了 

卒業・修士論文名 
 

※職歴や研究業績等を含めた業績を 1,000字以内で記述して下さい。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（社会人用） 

 

 

受験番号 
 

 

年   月   日 

 

大 学 院 理 工 学 研 究 科 社 会 人 特 別 入 学 試 験 

研  究  計  画  書 

 

                                  志 願 者 氏 名                              印 

 

 

 

専 攻 名             専 攻           系・領域 課 程 名                  

研 究 課 題 
 

入 学 後 の 希 望 指 導 教 員 名 
 

※1,000字以内で記述して下さい。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（社会人用） 

出身大学（大学院）用 

受験番号 
 

 

年   月   日 

法 政 大 学 総 長 殿 

 

                                     出身大学（大学院）指導教授 

 

                        職    名                                 

 

                                                        氏    名               印 

 

大 学 院 社 会 人 特 別 入 学 試 験 受 験 者 の 推 薦 書 

 

1．志願者氏名 

   氏    名                                 

                  １９   年     月     日生 

２．上記の者が貴大学大学院理工学研究科        専攻     課程に入学を希望していますので、次の理由を 

もって推薦します。 

３．推薦の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（社会人用） 

所属機関用 

受験番号 
 

 

年   月   日 

法 政 大 学 総 長 殿 

 

                 機関（会社）名                                 

 

                                  機関（会社）長               印 

 

                 推薦書作成者        

                       役 職 名                                 

 

                                                       氏    名               印 

 

大 学 院 社 会 人 特 別 入 学 試 験 受 験 者 の 推 薦 書 

 

1．志願者氏名 

   氏    名                                 

                  １９   年     月     日生 

２．上記の者が貴大学大学院理工学研究科        専攻     課程に入学を希望していますので、社会人特別入学 

制度による入学試験の受験を承諾し、次の理由をもって推薦します。 

３．推薦の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（社会人用） 

自己推薦用 

受験番号 
 

 

年   月   日 

 

法 政 大 学 総 長 殿 

 

                                        氏    名              

                                                     １９   年     月     日生 

                                      

 

大 学 院 社 会 人 特 別 入 学 試 験 受 験 自 己 推 薦 書 

 

 

１．貴大学大学院理工学研究科        専攻     課程に入学を希望していますので、次の理由をもって自己推薦

します。 

２．推薦の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


